
受領委任払い業者登録台帳閲覧可　(福祉課保管)

・本人、家族または施工業者

・本人、家族 ・施工業者

・平面図（工事着工前後） ・理由書

・工事前写真（日付入り）

・見積書（工事内訳書）

( ・承諾書　）

…受領委任払い登録事業者でない場合… 　　…受領委任払い登録事業者の場合…

・申請書（受領委任払用）

・申請書 ・工事後写真（日付入り）

・工事後写真（日付入り） ・領収書原本（利用者負担分）

・領収書原本（全額分） ・請求書

（給付額決定通知書） （給付額決定通知書）

※給付費の支払いは、提出書類、審査等に問題がなければ、支給申請月の翌々月の15日（土日祝の場合はその前日）となります。

介護保険制度における住宅改修の流れ

要介護認定者（以下 本人）・家族が、居宅介護支援事業者（要支援は地域包括支援センター）等への相談

本人が施工業者選定

　　※ここでいう登録とは
　　　石川県バリアフリー事業者登録台帳への登録を指す

窓口で、申請書類等について説明

現地調査

施工業者が見積書作成 ケアマネ等が住宅改修を必要と認める理由書作成

福祉課提出・審査

施工業者に許可証を郵送

工事施工

完了

本人は施工業者へ介護保険対象工事費の１割

（負担割合に応じて２割又は３割）利用者負担額納入

本人（または施行業者が代行）が 施工業者が町へ支給申請

町へ支給申請

福祉課職員が書類を確認

　石川県国民健康保険団体連合会での審査・給付額決定（支給申請月の翌月末頃）

　町から給付額決定通知の送付（支給申請月の翌々月上旬）

町から利用者の指定口座へ介護保険対象工事費の 町から施行業者の指定口座へ介護保険対象工事費の

9割（負担割合に応じて8割又は7割）を支払う 9割（負担割合に応じて8割又は7割）を支払う

・ケアマネージャー（ケアマネージャーがいない場合は
地域包括支援センター職員）

※住宅改修を行う家屋が
　本人の名義ではない場合

本人は施工業者へ全額納入


